
（ ） （ ）

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）

（ )

（ ）
（ ）

一関市千厩市民センター
OPEN 8:30～22:00 H　P http://www.senmachi.com/

T E L 0191-52-2309 SNS インスタグラム（千厩高校、千厩地区まちづくり協議会）

その他 療育教室
自由記述 災害時には避難所として運営されている

12．各種事業等
で連携・協働して
いる団体等
（団体名記述）

幼稚園・保育所 小中学校 高校 大学
企業 NPO 各種団体 行政機関
図書館 博物館 青少年教育施設 その他
各自治会、商店街振興会、一関市立千厩小学校、一関市立千厩中学校、千厩地区福祉活
動推進協議会、千厩まちづくり（株）、特定非営利活動法人響生

11．施設の特
徴、魅力

複合施設 図書館 学校 生涯学習センター

ICTの活用 防災 地域学校協働活動 コミュニティ・スクール

ボランティア養成 地域資源を活用した
まちづくり

日本語を母語としない住民
の学び支援 自主夜間中学

10．公民館が実
施している、もしく
は、関わっている取
組・事業の分類

子育て支援 家庭教育支援 子どもの体験活動 子ども食堂

９．公民館運営審議会 あり なし その他 市民センター運営協議会

８．予算 市区町村予算 委託金 自治組織等予算 寄附等 その他

職員のうち社会教育主事有資格者の数 0人 職員のうち社会教育士の数 0人 合計 5人
７．職員数

専任 3人 兼任 0人 非常勤 2人 ボランティア協力者 0人

若者のまちづくり参画 健康づくり 高齢者の学び支援 障害者の学び支援

利用料ほか

その他

６．来館者数
学級・講座 1,617人 貸館、サークル活動 9,807人 講演会、展示会等 人

合計 14,604人

５．運営主体 市町村教育委員会 指定管理者 千厩地区まちづくり協議会 その他

その他 3,180人

様式３－1　

　

　写真（図表）貼り付け部分
　
　　●縦型１枚（A2~Ｑ21の範囲）
　
　　　　もしくは
　
　　●横型2枚（参考に縦半分のところに点線を入れているが、
　　　　　　　　　　A2~Ｑ21範囲に収まるのであれば、2枚の写
　　　　　　　　　　真(図表)サイズ大小は問わない。）

　　　　※様式３-２の「２．取組内容」などと関連した
　　　　　 写真（図表）としてください。

　公民館の沿革・年表
昭和25年　千厩公民館が役場内に設置される
昭和43年　千厩町福祉会館が建設
　　　　　　　 会館内に公民館が設置される
昭和51年　千厩町立千厩公民館となる
平成　5年　千厩地区自治会協議会設立
平成17年　千厩地区まちづくり協議会設立
　　　　　　　 一関市千厩公民館となる
平成27年  千厩公民館が千厩市民センターになる
平成30年　千厩市民センターの管理運営を指定管理者
　　　　　　　　に移行する

　左図・写真の説明など（PRポイントなども可）
(アンブレラスカイせんまや)
　青空に希望の傘をあげる「アンブレラスカイせんまや」。地域の
皆さんの協力で集められた約200本の色とりどりの傘を青空に
高くつり上げる。フォトスポットは、高校生の皆さんがアイディアを
こらし作成。eスポーツ体験会も同時開催。
(ひまわりプロジェクト)
　支援学校中学部、高校生サポーターが大切に育てた「夏を
彩るひまわり畑」は、フォトスポットや希望のアーチなど訪れた皆
さんの手でひまわり畑を装飾できるなどアイディアがいっぱい。

公民館情報
１．公民館対象人口 5,184人 ３．来館者のインターネット接続環境 無線ＬＡＮ（Wi-Fi等）

２．建物設置年月日 昭和43年 ４．来館者のインターネット接続最大端末数

SNSHP

健康で笑顔あふれる地域を次世代へ 一関市千厩市民センター（岩手県）

ひまわりプロジェクト

アンブレラスカイせんまや



　千厩地区住民が自ら地域の将来像を考え、誰もが地域への愛着をもち、安心して暮らせる住
みよい地域社会を実現していきたいと考えている。千厩地区地域づくり計画の目的である、「健
康で笑顔あふれる地域を次世代へ」をテーマに、この地域に住む人々がいきいきと心豊かに生活
するため、地域住民自らが話し合いを実践し、地域に対する誇りと自信をもって魅力あるまちづく
りを推進し、住民自治の拡充のため事業を運営していきたい。

６．これから公民館をどのようにしていきたいか。次の仕掛けやビジョンなど。

　アンブレラスカイ、ひまわりプロジェクトなどは「地域おこし」事業として位置づけている。今後は「地
域づくり」の事業として、地域の皆さんと共に生活に役立つ講座や事業について、これまで以上に
取り組んでいきたいと考えている。また、インターネットやSNSの活用は、運営に欠かせないツール
になると感じている。参加していただく住民の姿を想像し、各世代にマッチした方法で住民のデジ
タル活用を促進していきたい。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

５．公民館として大切にしていること、大切にしている考え

様式３－２　

１．取組を進めた要因・背景、地域課題、住民ニーズなど

　千厩地区は一関市千厩町の中心部に位置し、古くから中心商店街を形成し、政治・経済・教育等の中心地として社会基
盤・生活環境の整備とともに発展してきた。しかし、少子高齢化や核家族化など社会情勢の変化により、これまで行政が主体と
なって進めてきた地域づくりは、様々な形で支障が出てきており、特に地域活動の基本となる地域コミュニティの維持が年々難しく
なってきている。このような現状を踏まえ、地域づくりを担っている地区内自治会を中核に、地区内各団体とともに、「健康で笑顔
あふれる地域を次世代へ」をスローガンに、地域住民の参画のもと将来の姿を共有し取組を進めている。

２．取組内容（力を入れている活動、特徴的な活動、地域課題解決の活動、運営の工夫など）

【力を入れている活動】（各世代や各種団体に協力いただいている事業）
　新型コロナウイルスの影響で活気がなくなっていた地域の皆さんが少しでも楽しめるような屋
外での事業を企画している。様々な世代の方に携わってもらうよう意識している。
・アンブレラスカイせんまや
　屋外に傘を飾るこのイベントには小学生に傘に絵を描いてもらい、中学生にはイベントの日
に吹奏楽の演奏を披露いただいた。高校生には、フォトスポットの作成やイベントのスタッフな
ど積極的に運営協力をいただいている。また、施設を利用している団体を中心にステージ発
表を行い、イベントを盛り上げた。
・ひまわりプロジェクト
　休耕地を利用した景観形成を目的とし、昨年当協議会役員と中学生で種まきを行った。
高校生は、畑の管理や看板を作成、ひまわり油の販売も行った。夏には高校生と役員でひ
まわり畑の移動視察研修を行っている。活動の状況は参加した高校生にインスタグラムで投
稿をしてもらい、地域の方がリアルタイムで確認できるようにしている。
【特徴的な活動】（パソコン、スマホなどIT技術を活用した情報発信）
　ホームページのメインページには、YouTube「せんまやチャンネル」をはじめ、インスタグラム、
高校生がボランティア活動の様子を発信する「千厩みんなのブログ」などを活用し、タイムリー
な話題を積極的に情報発信している。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

３．取組による成果や効果

【様々な世代をつなぐ事業展開】
　高校生ボランティアは活動開始当初は20人ほどだったが、活動が定着してきた効果で令
和５年度は40人ほどの応募があり、地域づくりへの参加機会が増えてきた。また、地域の団
体から「参加したい」と声をかけていただくことが多くなり、多方面の団体に協力いただいてい
る。また、高校生との活動を聞いて市内にある国立工業高等専門学校の生徒も、今年度
は参加予定である。各種団体との連携・協働を大切にしていきたい。
【市民講座、元気セミナーの開催】
　毎年参加していただいている利用者が多いが、開催の時間帯を変えることで、講座に興味
を持って参加していただいた新規参加者が増えてきている。

４．取組の検証・改善を行う仕組み・方法

・「千厩地区地域づくり計画」では、平成28年度から令和７年度までの「千厩地区」が目指す方向性を定めている。
・学識経験者やセンター利用者で構成する「市民センター運営協議会」を開催し、意見を事業に反映させている。
・各講座で参加者に対してアンケートを実施し、参加者の声を参考にしながら、事業計画を立てている。
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○

○○

○○○

○○○

高校生サポーターによる情報発信

高校生ボランティアによる打合せの様子

アンブレラスカイ団体発表風景

アンブレラスカイせんまや準備風景

高校生サポーターによるフォトスポット作成

ひまわりプロジェクト ひまわり油販売風景


